




スが中学校 1・2 年生の男女とも必修 1 になって早
10 年が経ったが、相変わらず創作ダンスに対する
学生および指導者からの評価は低く、悩みの声は















































別に縦割り 2 グループ。「お笑いダンス道場」の 2
回は合同）。
３．調査方法






































　全 18 回だが、最後の 6 回は保健体育内ではな
く文化祭演技発表に向けた練習として行った。4
回（第 1、3、5、7 回目）は教育実習生が授業を
担当した。さらに 2 回（第 9、12 回目）は特別講
師としてダンスの専門家が担当した。
３．授業の様子






























































































































































































































































図 4　二人組でジンガ 図 5　ガロパンチ（左）とエスキーバ（右）












































































































































































































































































































































































力 で き た 」（r=0.447、F=7.5、df1=1、df2=30、























































楽しかった 難しかった 恥ずかしかった 協力できた またやりたい
楽しかった - -0.199 ns -0.405  *  0.236 ns  0.689 **
難しかった - -0.130 ns -0.239 ns -0.381  *
恥ずかしかった - -0.104 ns -0.170 ns
協力できた -  0.232 ns
またやりたい -
2回目
楽しかった 難しかった 恥ずかしかった 協力できた またやりたい
楽しかった - -0.129 ns -0.265 ns  0.447  *  0.471 **
難しかった -  0.451 **  0.000 ns -0.365  *
恥ずかしかった - -0.166 ns -0.374  *







































































































































































































































 1  文部科学省『「新学習指導要領」中学校学習指
導要領解説　保健体育編』 pp.116-131
 2  大貫 秀明（1995）「表現」という呪縛 : ダンス
教育を一考する 日本体育学会大会号 (46), p.146
 3  中村 恭子　浦井 孝夫（2006）ダンスの学習内
容と楽しさの検討―創作ダンスと現代的なリズ
ムのダンスの比較―　順天堂大学スポーツ健康
科学研究 第 10 号，pp.65-70
 4  高橋 美穂子（2013）創作ダンスの指導に関する
考察　白鷗大学教育学部論集 7(1)，pp.241-259
 5  小笠原 大輔（2011）笑えるダンス　女子体育
vol.53　pp.26-31
 6  中村 恭子　浦井 孝夫（2005）ダンス領域内の
種目採択に影響を及ぼす要因の検討―創作ダン
スと現代的なリズムのダンスの比較―　順天堂
大学スポーツ健康科学研究 第 9 号，pp.11-20
 7  中村 恭子（2008） 「中学校のダンス男女必修化
に対する現場教員の評価と今後の課題」日本体
育学会大会予稿集 (59), p.236 
 8  宮川 則子  渡邉 伸 （2005）「ダンスの初心者指
導について」信州大学教育学部紀要 116, pp.103-
110









湘北短期大学紀要　第 36 号 pp.25-38
12  梅澤 秋久（2016）『体育における「学び合い」
の理論と実践』大修館書店
13  竹林地 毅 編（2006）『障害のある子どものため
の表現活動』東洋館出版社 p.5
14  小林 芳文　大橋さつき（2010）『遊びの場づく
りに役立つムーブメント教育・療法』（明治図書）
p.40
15  大場 牧夫（1996）『表現原論』萌文書林 p.26
16  竹林地 毅 編（2006）『障害のある子どものため
の表現活動』東洋館出版社 p.5
17 前掲 4
18  茅野 理子（2012）知的障害教育におけるダンス
プログラムの実践事例　宇都宮大学教育学部教
育実践総合センター紀要　第 35 号 pp.181-188
19  佐分利 育代（1993）知的障害児のダンス学習　
鳥取大学教育学部研究報告 35(2)　pp. 349-362





An attempt of “Owarai-dance” (comical, funny, humorous dance) 
in a special support high-school
Daisuke OGASAWARA, Manabu SUZUKI
【abstract】
    We set up two dance lessons called “Owarai-dance (comical, funny, humorous dance) in a special support 
high-school. The aims of these lessons are “to move with discovering movements they have never done, and 
movements they can not think of on their own”, “to know the pleasures of free physical expressions”, and 
“to change the fixed ideas on dance which students have”. Some students did not join them depending on 
the contents, but it seemed that most students enjoyed the activities. In the questionnaire, almost all of them 
answered “I felt fun”, all of them did “I was able to cooperate with everyone”, and almost 90% of them did “I 
want to do more”. Therefore, I can expect that this dance brings students interest in dances. I would like to make 
future work to connect the small contents like this time to develop to small art works.
【key words】
Owarai-Dance (comical, funny, humorous dance), Physical expression, special support school
